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初心者教室には、オリエンテ
ーリングのエッセンスが詰
まっている。 
イギリス代表が子供たちを 
指導する時に、最初に伝える
コト、それは地図と現地を対
応させる事だった。 
 

 
 

愛知の小学校にイギリス代表 
この 11 月、2005 年の世界選手権
（WOC）開催地となる愛知県で WOC に向
けた公式トレーニングキャンプが行わ
れ、各国選手が来日しました。その期
間中、地元との交流事業として額田町
立千万町（ぜまんじょう）小学校でオ
リエンテーリング教室が実施されまし
た。 
講師はイギリス代表 Oli Johnson 選
手と Jenny Whitehead 選手。今回は、
助手として同行した筆者がその教室の
様子を報告します。大学クラブの新入
生指導や、大会での初心者講習のヒン
トとなる部分もあるのではないでしょ
うか。 
 

 
 

小さな小学校 
千万町小学校は各学年 1～5名、全校
生徒 14 名という小さな学校で、（現在
3年生は 1人もいません）学校全体が家
族的な雰囲気に包まれています。 

Oli 選手、Jenny 選手、筆者、橋本真
理子さん（大阪外国語大学 3 年生。今
回のトレーニングキャンプに通訳とし
て参加）の4名は給食を共にしながら、
先生方や生徒たちと顔合わせをしまし
た。給食の後は昼休み。Oli選手とJenny
選手は生徒たちのドッジビー遊び（フ
リスビーとドッジボールを合成したよ
うなもの）に加わり、午後の「オリエ
ンテーリング教室」が始まる前に打ち
解けることができたようです。 
昼休み後に生徒全員の自己紹介と、
器楽演奏の時間がありました。千万町
小学校は全校での器楽演奏に力を入れ
ているようで、県内のコンクールで何
度も入賞しているとのこと。確かに素
晴らしい演奏でした。 
 
 
オリエンテーリング教室① 

室内で正置 
外はあいにくの雨で、まずは室内で
の講習となりました。なお、今回使用
した地図は、イギリスの両選手が来日
後、トレーニングの合間に 2 時間の調
査と3時間のOCAD作図によって作成し
た物。日英両国の国旗が記されたなか
なかの逸品です。 
 
Oli 選手、Jenny 選手は学校到着後に
通された校長室に、学校を空撮した写
真があるのに気が付いていました。そ
こで 2 人が「この地図は、校長室にあ
る写真のように学校を上から描いたも
のだと考えてごらん」と説明したとこ
ろ、一同納得し、地図がどのように描
かれているかを理解し始めたようでし
た。 
次に、「じゃあ、学校の中にある池は
地図のどれだろう？」「砂場は？ 国
旗掲揚塔は？ 指差してみよう」と、
地図記号を理解してもらう練習問題が
出されました。みんな即座に答えてい
きます。 
続いて地図中の磁北線について説明
し、コンパスを配って正置の練習が始
まりました。校内マップとあってコン
パスがなくても正置ができてしまいま
す。「窓の外に見えている『あれ』が地
図上の『これ』だから、地図の方向は
こう。コンパスを地図に乗せて確認す
ると・・・ほら、コンパスの針が指す
北と地図の矢印が指している北が一致
しているでしょう？ 地図を正しく読
み取るにはこの方向合わせが大事なん

だよ」といった具合に説明がなされま
した。輪になってみんなで地図を一旦
正置し、その後地図の方向を各自バラ
バラにして正置し直す、という課題に
も取り組み、「方向合わせ」への理解を
進めていきました。 
 

 
みんなで地図を囲んで正置 
どの方向から地図を見ていても、正置をすれ
ば地図は同じ向き 

 

各自の前にある地図の方向をバラバラにした
後、正置し直し向きが戻ることを確認 

 
 
オリエンテーリング教室② 

スターＯ 
いよいよ外へ出ての「実技指導」が
始まります。先生も生徒も「雨でもや
るなんてオリエンテーリングってすご
い」と、嫌がる以上に感心していまし
た。（オリエンテーリング以前に、元々
イギリス人は雨に抵抗がないのかもし
れません。） 
 
校庭の真ん中のスタートに全員集合。
△マークと、10 ヶ所の特徴物を○で囲
んだ地図が渡されました。特徴物には
フラッグが設置されていません。 
「これから僕が言う番号の丸の真ん
中にある物を触って戻って来るんだよ。
じゃあ、…番！」という Oli 選手の合
図の下、みんなが一斉に走り始めまし
た。 

イギリス代表によるO教室 松澤俊行の 
オリエンテーリング道場 
第 25 回 松澤俊行 
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スターＯ （概念図/実際は O-map を使用） 

 
ほとんど全ての特徴物をタッチする
まで練習は繰り返されました。図をご
覧いただくと分かるとおり、一つ一つ
の特徴物の間隔が狭いため、正置と読
図による判断をしっかりしないと、い
くら校内とはいっても間違った特徴物
に向かっていってしまうことになりま
す。全員が間違った場所へ行って戻っ
て来てしまい、「1 番は国旗掲揚塔じゃ
ないよ。二宮金次郎さんだ！」とペナ
ルティ（？）を課される一幕もありま
したが、全員が楽しそうに駆け回って
いる姿を見て、初心者の導入としては
優れた方法だと感じさせられました。 
 
これは、中上級者にとっても応用が
利きそうな練習です。円の中心にコー
チ（あるいはパートナー）が待機し、
選手が戻って来るなり「…番！」と次
の番号を伝えます。選手はそれを聞く
なり方向転換をして次に向かわなけれ
ばなりません。体力トレーニングとし
ても、コントロール周りの機敏な動作
を磨くのにも最適な練習と思えますが、
いかがでしょうか。 
 
筆者自身も、森の中で、コントロー
ル間を 200～300ｍの距離にしての「ス
ターＯＬ」を行ったことはありますが、
その練習は、「方向維持」「マイクロル
ートチョイス」「アタックの精度」を主
眼としたものになります。「敏捷性」
「瞬発力」「反応・判断の速さ」を高め
る練習としては、このオリエンテーリ
ング教室のように狭いエリアで、スタ
ートから全てのコントロールが見える
ような場所で行う方がより効果的なは
ずです。 
 
オリエンテーリング教室③ 

ポイントＯ 
仕上げに、「個人戦」のポイントＯを
行われました。まず、コントロール地
点ではパンチをしなければいけないこ
とが説明され、全員が実際にパンチの
練習をしてみました。 
Oli 選手と Jenny 選手から「低学年か
らスタートすると渋滞が起こるから、
高学年からスタートにしよう」との提
案がなされスタート順が決定した後、

玄関前で待機です。「順番どおりに回
って、正しいパンチ欄にパンチをしな
いと失格だよ。コース上で見ているか
らね。あと、雨で足元が滑るから気を
付けて」との注意の言葉（＊）を残し、
両選手と先生方、世話人の小野盛光さ
ん（愛知県協会）がコース上へ散って
行きました。 
 
「大会」は順調に進行しました。校
舎裏に回った後半では、人によってル
ートが分かれたようで地図とコースを
作成した両選手からも「見ていて楽し
かった」との感想が聞かれました。結
果は下記のとおり、1～2 年生の大活躍
でした。校長先生も、「高学年からスタ
ートしたことによって、低学年の生徒
も（上級生が追い掛けて来ないので）
考えながらやらなければならなくなっ
たし、チャンスが生まれた」と感心し
ながら眺めていらっしゃいました。 
 
（＊筆者も大学でスポーツ指導につい
て学んでいます。授業で、子どものグ
ループを指導する際の注意点として
「一番元気な子どもから目を離さない
こと」ということを教わりました。元
気な子は、少々無理なことであっても
挑戦するため、大人しい子よりも怪我
をしやすいからだそうです。これは、
子どもに限らずあらゆるグループの指
導に関して言えることかもしれませ
ん。） 
 
千万町小学校校内ＯＬ大会 
１ 荻野貴文くん（6 年） 
２ 伊藤かすみさん（1 年） 
３ 佐宗仁美さん（2 年） 
３ 佐宗佑美さん（5 年） 

 

教室の終わりに 
ポイントＯ後は、室内に戻って「表
彰式」と「閉会式」。最後にイギリスの
両選手から挨拶と、学校への記念品と
してイギリス代表チームのオリエンテ
ーリングウエアの贈呈がありました。
これには一同大喜びでした。 
 
「是非来年の世界選手権は観戦に来
てください。そして、オリエンテーリ
ングにまたチャレンジしてみてくださ
い」という Oli 選手の言葉に刺激を受
け、千万町小学校の皆さんが 2005 年の
夏、競技会場に姿を現してくれること
を期待したいと思います。 

（松澤俊行） 
 

 
 


